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中部国際空港沖公有水面埋立事業環境影響評価方法書に対する知事意見 

 

事業者は、以下の事項について十分に検討した上で、適切に環境影響評価を実施し、

その結果を踏まえ環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）を作成する必要が

ある。 

 

１ 全般的事項 

（１）埋立地の計画容量の根拠を明らかにするとともに、事業計画及び工事計画につ

いて、より具体的に示すこと。 

（２）事業計画及び工事計画の具体化に当たっては、環境の保全に関する最新の知見

を考慮し、最善の利用可能技術を導入するなど、より一層の環境影響の低減につ

いて検討すること。なお、埋立地に投入する土砂の性状等にも留意すること。 

（３）埋立地の規模、施工位置、形状、構造等（以下「規模等」という。）の具体化

に当たっては、水環境並びに動植物及び生態系等への影響を回避、低減するよう

検討すること。また、埋立地の規模等については、実現可能な複数案を設定し、

環境影響評価の結果等を踏まえ比較評価するとしていることから、その経緯及び

内容について、具体的かつできる限り定量的に示すこと。 

（４）本事業は、工事期間が長期にわたること及び複数に工区分割することが想定さ

れており、工区の形状や施工順等によっては、工事途中の環境影響が最大になる

おそれがある。このため、完成した時点だけでなく、工事途中の埋立地の形状等

を踏まえて予測及び評価を行うこと。 

（５）調査地点、期間、頻度、方法等の調査手法及び予測手法については、その設定

理由をわかりやすく示すこと。なお、調査、予測及び評価に当たっては、中部国

際空港建設事業の環境影響評価及び環境監視の結果を参考とすること。 

（６）本事業では、多くの項目で文献その他の資料調査により現況を把握するとして

いるが、既存の調査結果を使用する場合は、その出典を明らかにするとともに、

調査地点、期間、頻度、方法等の調査手法が、本事業の環境影響評価に適用でき

るものであるか確認すること。 

（７）環境影響評価の実施中に環境への影響に関し新たな事実が生じた場合等におい

ては、必要に応じて、環境影響評価の項目及び手法を見直し、適切に調査、予測

及び評価を行うこと。 
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２ 水環境 

（１）工事の実施に伴う土砂による水の濁り並びに埋立地の存在による流向及び流速

の変化等の水環境への影響が懸念されることから、適切に調査、予測及び評価を

行い、その結果を踏まえ適切な環境保全措置を検討し、環境影響の回避、低減に

努めること。 

（２）中部国際空港の西側に流向及び流速の調査地点が１地点設定されているが、流

向及び流速の変化により、水環境を始め生態系等への影響が懸念されることから、

現況再現性を高めるため、必要に応じて調査地点を追加すること。また、３次元

モデルによる流動の計算においては、必要に応じて専門家等の指導、助言を得な

がら、予測条件等を適切に設定することなどにより、予測の精度を確保すること。 

 

３ 動物、植物及び生態系 

（１）本事業の対象事業実施区域が位置する伊勢湾は、生物の生産性が高く、多様な

生物の生息・生育の場として豊かな生態系を有していることに加え、スナメリや

アカウミガメ等の重要な種が確認されていることから、本事業の実施に伴う海域

の動植物の生息・生育環境への影響が懸念される。このため、海域の動植物及び

生態系への影響について、専門家等の指導、助言を得ながら、適切に調査、予測

及び評価を行い、その結果を踏まえ適切な環境保全措置を検討し、環境影響の回

避、低減に努めること。 

（２）名古屋港で発生する浚渫土砂の新たな処分場計画の環境影響に関する検討書に

対する主務大臣の意見において、ポートアイランドにおける鳥類の調査等を行う

よう述べられているが、方法書においては、鳥類に係る調査地点にポートアイラ

ンドが含まれていない。このため、ポートアイランドを調査地点に追加した上で、

仮置きされている浚渫土砂の搬出に伴う鳥類への影響について適切に調査、予測

及び評価を行うこと。 

（３）調査において、重要な種が確認された場合には、必要に応じて専門家等の指導、

助言を得ながら、適切な環境保全措置を検討すること。 

 

４ その他 

準備書の作成に当たっては、住民等の意見を十分に検討するとともに、わかりや

すい図書となるよう努めること。 
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